








































































との関連を考察した。その上で，2005 年 EU 加
盟後のヒツジの移牧の推移を明らかにしようとす
ることが，今回の研究目的である。すでに発表し

























図 2 に示した。1989 年以降 3 年後には 1,200 万
頭を下回り，2002 年には 800 万頭以下となり，
社会主義時代の 1/2 以下にまで落ち込んだ。この









図 1 調査地域の位置図 


























説を発表すると，それに刺激を受けた E. de 
Martonne(1873～1955)がこの地域を調査した。






























 前述の約 1000m のゴルノビタ準平原面には母
村であるジーナ村がある。植生帯としてはブナ林
帯である。カシワ (Quercus)，ブナ (Fagus 
sylvetica)を主体とする林であったが，18 世紀に
図 2 ルーマニア全土における 1961年から 2009 
 年までのヒツジとウシの全頭数の変化 




























































































写真 2 (a) ボラスク準平原面における牧草地に侵入した Picea abiesの伐採（2010年実施） 







くと，図 3 に示したとおり約 35,000 頭であり，
































図 3 チンドレル山地からバナート平原に至るヒツジの移牧。 











数のみジーナ村で舎飼いをする。4 月末から 5 月
1日はジーナ村 (Gornovita準平原) に集い，5月














2010 年には約 10 グループ，2011 年には約 5 グ
ループが山頂で過ごしたことになる。 
 
山頂で 2011年 8月に出あった牧童。 
(2011年の聞き取り例) 




山頂に到着し，9 月 1 日には山を下りる。ジーナ
に 9 月 10～15 日には着く。早く移動するときは
1800m準平原で一泊し，翌日はジーナ村に着く。 
 
30歳 男性  
 ポヤナ シビウルイ(Poiana Sibiului)へ戻ると





を貰う。他に大人が二人と 14歳の少年 2人。ロ 





して，10 月 15 日から 5 月 15 日までドナウ河畔















































写真 4 ドナウデルタにおけるヒツジの放牧。 


















C氏 34歳 男性 
妻 33歳  息子 6歳 
 現在 700 頭のヒツジをバチウ(Baciu)で飼って
いる(写真 4)。将来さらに増やしたいと思ってい
る。このデルタには 1994 年に牧童としてポヤナ 























図 4 1930年代の移牧のルートと，2004年の移牧のルート 
Shirasaka(2010)による 


















5. 結 論 
 




























写真 5 冬に備え，採草用に植えているアルファ 
ルファの牧草地 
写真 6 (a)  ドナウ低地における半地下の 
チーズ製造小屋 



































あったことを記して感謝します。所長 Prof. Dr. 
Dan Balteanuをはじめ Dr Nicoleta Damian，
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